
資
料
紹
介
「
道
頓
堀
演
劇
株
式
会
社
定
款
」

一
四
五

解
題

本
稿
は
、
江
戸
東
京
博
物
館
の
所
蔵
す
る
「
道
頓
堀
演
劇
株
式
会

社
定
款
」
を
紹
介
し
、
若
干
の
解
題
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

「
道
頓
堀
演
劇
株
式
会
社
定
款
」（
請
求
番
号 

九
六
〇
〇
一
二
八
二
）

は
、
縦
一
九
セ
ン
チ
×
横
一
二
・
五
セ
ン
チ
の
洋
紙
本
で
、
表
紙
は
共

紙
表
紙
、全
一
四
頁
の
本
文
か
ら
な
る
。
表
紙
に
は
書
名
と
共
に
、四

つ
の
封
緘
印
（
紫
色
）
が
押
印
さ
れ
、奥
付
は
な
く
、裏
表
紙
に
「
大

阪
京
町
堀
四
丁
目
福
田
堂
印
行
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
の
他
に
も
、
同

館
に
は
関
連
す
る
資
料
と
し
て
「
道
頓
堀
演
劇
株
式
会
社
第
壹
回
事

業
報
告
書
」（
請
求
番
号 

九
六
〇
〇
一
二
八
三
）、「
道
頓
堀
演
劇
株
式

会
社
第
貳
回
事
業
報
告
書
」（
請
求
番
号 

九
六
〇
〇
一
二
八
四
）
が
収

蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
三
冊
と
も
に
書
型
に
変
化
は
な
い
。

な
お
旧
蔵
者
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
本
資
料
と
と
も
に
江
戸
東
京

博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
る
「
道
頓
堀
演
劇
株
式
会
社
第
壹
回
事
業
報
告

書
」（
以
下
「
第
壹
回
事
業
報
告
書
」）
に
は
、「
尾
形
兵
太
郎
」
と
印

字
さ
れ
た
一
枚
の
洋
紙
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
。
尾
形
の
名
は
「
第

壹
回
事
業
報
告
書
」
中
に
株
主
（
保
有
株
数
三
〇
株
）
と
し
て
記
載

が
あ
る
た
め
、
同
資
料
の
所
有
者
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た

三
冊
揃
い
で
あ
る
こ
と
、状
態
が
似
通
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、江

戸
東
京
博
物
館
所
蔵
の
道
頓
堀
演
劇
株
式
会
社
関
連
資
料
は
、
同
社

株
主
で
あ
っ
た
尾
形
の
旧
蔵
に
よ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

「
第
壹
回
事
業
報
告
書
」
所
収
の
株
主
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
る
事
項

は
「
株
数
」「
府
県
名
」「
姓
名
」
の
三
項
目
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
第

壹
回
事
業
報
告
書
」
内
の
記
述
の
み
で
は
、
株
主
と
し
て
記
さ
れ
る

資
料
紹
介
「
道
頓
堀
演
劇
株
式
会
社
定
款
」

笹　

原　

有　

貴
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尾
形
兵
太
郎
の
素
性
を
同
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
し
、
国
際

日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
が
管
理
す
る
民
事
判
決
原
本
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
は
、
尾
形
兵
太
郎
な
る
代
言
人
が
、
後
に
道
頓
堀
演
劇
株
式
会

社
設
立
発
起
人
と
な
る
鈴
木
勝
夫
の
被
告
代
理
人
を
担
当
し
た
記
録

が
存
在
す
る
。
秋
山
儀
四
郎
・
鈴
木
勝
夫
と
い
っ
た
設
立
発
起
人
と
同

郷
で
あ
り
、
ま
た
鈴
木
の
被
告
代
理
人
を
つ
と
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
資
料
の
旧
蔵
者
は
、
明
治
三
〇
年
頃
の
大
阪
で
活
躍
し
た
岡
山
県

出
身
の
弁
護
士
・
尾
形
兵ひ

ょ
う
た
ろ
う

太
郎
（
一
八
五
一
〜
一
九
三
四
）
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
尾
形
は
明
治
九
年
、
代
言
人
制
度
の
発
足
に
伴
い

代
言
人
（
弁
護
士
）
資
格
を
取
得
し
、
明
治
一
四
年
に
は
大
阪
に
事

務
所
を
開
業
。
そ
の
後
、
各
社
取
締
役
、
大
阪
弁
護
士
会
会
長
な
ど

を
歴
任
し
た
。
明
治
三
五
年
か
ら
は
大
阪
府
選
出
の
衆
議
院
議
員
と

な
り
、
憲
政
本
党
所
属
の
議
員
と
し
て
、
明
治
四
一
年
ま
で
国
会
を

つ
と
め
て
い
る
。

さ
い
ご
に
、
道
頓
堀
演
劇
株
式
会
社
の
概
略
と
、
同
社
の
位
置
づ

け
、
ま
た
本
資
料
の
持
つ
興
行
史
研
究
上
の
価
値
に
つ
い
て
述
べ
て

お
き
た
い
。

道
頓
堀
演
劇
株
式
会
社
は
、
明
治
三
〇
年
四
月
、
大
阪
の
興
行
師
・

秋
山
儀
四
郎
ら
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
同
社
は
角
座
お
よ
び
浪
花

座
を
所
有
し
興
行
を
行
っ
た
が
、
明
治
三
七
年
四
月
二
九
日
未
明
に

起
こ
っ
た
火
災
に
よ
り
浪
花
座
が
焼
失
す
る
と
、
同
座
再
建
の
見
通

し
が
立
た
な
い
ま
ま
同
年
一
一
月
一
〇
日
に
任
意
解
散
手
続
き
を
開

始
し
た
。
近
代
上
方
興
行
史
に
お
け
る
道
頓
堀
演
劇
株
式
会
社
の
位

置
づ
け
を
述
べ
て
お
く
な
ら
ば
、
同
社
は
有
限
責
任
浪
花
演
劇
会
社

（
明
治
二
〇
年
八
月
設
立
）・
大
阪
演
劇
株
式
会
社
（
明
治
二
九
年
七

月
設
立
）
に
続
く
、
明
治
期
大
阪
に
お
け
る
第
三
番
目
の
演
劇
会
社

で
あ
っ
た
。

演
劇
会
社
の
設
立
と
劇
場
の
株
式
会
社
化
は
、
当
然
な
が
ら
明
治

以
前
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
事
象
で
あ
り
、
近
世
期
か
ら
続
く
歌
舞

伎
興
行
が
近
代
を
ど
の
よ
う
に
模
索
・
受
容
し
た
か
と
い
う
点
に
お

い
て
、
非
常
に
興
味
深
い
。
殊
に
東
京
に
お
け
る
新
富
座
株
式
会
社

お
よ
び
歌
舞
伎
座
株
式
会
社
に
関
し
て
は
、
近
年
、
寺
田
詩
麻
氏
の

研
究
に
よ
り
設
立
の
目
的
と
運
営
の
実
態
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、
大
阪
で
設
立
さ
れ
た
先
述
の
三
社
は
組
織
お
よ

び
経
営
の
実
態
に
不
明
な
点
が
多
く
、
定
款
・
事
業
報
告
書
と
い
っ

た
会
社
経
営
の
根
幹
に
関
わ
る
基
礎
的
な
資
料
の
存
在
も
、
こ
れ
ま

で
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

大
阪
に
お
け
る
最
初
の
演
劇
会
社
は
、
明
治
二
〇
年
八
月
、
興
行

師
・
三
栄
の
一
族
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
有
限
責
任
浪
花
演
劇
会
社

（
以
下
「
浪
花
演
劇
会
社
」）
で
あ
る
。
浪
花
演
劇
会
社
創
立
の
目
的

（
1
）（

2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）
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は
改
良
演
劇
の
上
演
と
、
当
時
大
阪
府
が
推
進
し
て
い
た
名
護
町
移

転
計
画
に
、
道
頓
堀
の
劇
場
と
し
て
い
ち
早
く
乗
じ
る
た
め
の
も
の

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
社
は
明
治
二
〇
年
九
月
一
五
日
に
第

一
回
株
主
総
会
を
開
催
し
、総
会
の
場
に
お
い
て
斎
藤
嘉
七
（
社
長
）・

片
山
和
助（
副
社
長
）ら
五
名
を
役
員
と
し
て
選
出
し
た
。
そ
の
後
も

役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
明
治
二
一
年
五
月
時
点
で
の
社
長
は
片
山

和
助
、
明
治
二
二
年
九
月
時
点
で
の
社
長
は
忍
峽
稜
威
兄
と
な
っ
て

い
る
。
多
く
の
場
合
に
お
い
て
役
員
の
改
選
に
は
株
主
総
会
で
の
決

議
が
必
要
と
な
る
た
め
、
浪
花
演
劇
会
社
は
定
期
的
に
株
主
総
会
を

開
催
し
て
お
り
、
か
つ
企
業
経
営
上
の
根
本
規
則
と
な
る
定
款
を
有

し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
浪
花
演
劇
会
社

臨
時
株
主
総
会
議
案
」
な
ど
一
部
の
資
料
が
大
阪
商
業
大
学
商
業
史

博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
定
款
・
事
業
報
告
書
と
い
っ

た
、
経
営
に
関
わ
る
基
礎
的
な
文
献
は
こ
れ
ま
で
発
見
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
九
年
に
設
立
さ
れ
た
大
阪
演
劇

株
式
会
社
も
同
様
で
あ
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
扱
う
「
道
頓
堀
演
劇

株
式
会
社
定
款
」
は
、
現
時
点
で
確
認
可
能
な
、
大
阪
で
設
立
さ
れ

た
演
劇
会
社
に
関
す
る
最
初
期
の
定
款
で
あ
る
と
い
え
る
。

近
代
の
京
阪
に
お
け
る
演
劇
興
行
の
実
態
は
、
特
に
そ
の
内
実
に

お
い
て
い
ま
だ
明
ら
か
で
な
い
点
が
多
く
、
研
究
の
進
展
に
は
新
た

な
資
料
の
発
見
が
待
た
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
現
状
に
お
い
て
、
本
稿

で
扱
っ
た
「
道
頓
堀
演
劇
株
式
会
社
定
款
」
な
ら
び
に
江
戸
東
京
博

物
館
所
蔵
の
道
頓
堀
演
劇
株
式
会
社
関
連
資
料
は
、
近
代
上
方
興
行

史
研
究
の
嚆
矢
と
な
り
得
る
、
重
要
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

注（
1
）　

一
八
九
〇
年
九
月
二
〇
日
裁
判
言
渡
書
、
大
阪
始
審
裁
判
所
、
第

〇
〇
四
七
五
号
「
財
産
差
押
公
売
代
金
分
配
加
入
排
除
一
件
」。

（
2
）　

人
事
興
信
所
編
『
人
事
興
信
録　

第
七
版
』（
人
事
興
信
所
、

一
九
二
五
年
八
月
）、三
宅
正
雄
『
岡
山
県
紳
士
録　

第
二
版
』（
岡
山

県
紳
士
録
発
行
所
、
一
九
一
六
年
一
二
月
）、
宮
川
隆
義
編
『
歴
代
国

会
議
員
経
歴
要
覧
』（
政
治
広
報
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
〇
年
一
一
月
）。

（
3
）　
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
一
九
〇
四
年
四
月
三
〇
日
大
阪
朝
刊
。

（
4
）　

大
蔵
省
印
刷
局
編
『
官
報
』
第
六
四
二
四
号
、
印
刷
局
、
一
九
〇
四

年
一
一
月
二
八
日
。

（
5
）　

寺
田
詩
麻
『
明
治
・
大
正　

東
京
の
歌
舞
伎
興
行

―
そ
の
「
継

続
」
の
軌
跡
』
春
風
社
、
二
〇
一
九
年
七
月
。

（
6
）　

拙
稿「
明
治
中
期
の
大
阪
に
お
け
る
演
劇
改
良
運
動
と
そ
の
背
景
―

道
頓
堀
を
襲
っ
た
火
災
・
洪
水
・
コ
レ
ラ
―
」『
國
文
學
論
叢
』
第
六
九

輯
、
龍
谷
大
學
國
文
學
會
、
二
〇
二
四
年
二
月
。

（
7
）　
『
朝
日
新
聞
』
一
八
八
七
年
九
月
一
八
日
大
阪
朝
刊
。

（
6
）

（
7
）

（
8
）
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（
8
）　

大
阪
府
農
商
課
編
『
大
阪
府
農
商
要
覧
』（
大
阪
府
農
商
課
、

一
八
八
九
年
二
月
）、
大
阪
府
農
商
課
『
大
阪
府
下
諸
会
社
銀
行
一
覧

表
』（
大
阪
府
農
商
課
、
一
八
八
九
年
一
〇
月
）。

凡
例

◆
翻
刻
に
あ
た
っ
て
の
方
針
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
漢
字
は
原
則
と
し
て
す
べ
て
通
行
字
体
に
改
め
た
。

・
資
料
の
性
質
上
、
大
字
が
用
い
ら
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
漢
数

字
へ
の
改
変
を
行
わ
ず
、
字
体
の
み
を
改
め
た
。

 

（
例
）　

拾
貳
圓
五
拾
錢
↓
拾
弐
円
五
拾
銭

道
頓
堀
演
劇
株
式
会
社
定
款

　
　

第
一
章　
　

総
則

第
一
条 

当
会
社
ハ
株
式
組
織
ヲ
以
テ
成
立
ス

第
二
条 

当
会
社
ハ
道
頓
堀
演
劇
株
式
会
社
ト
称
ス

第
三
条 

当
会
社
ハ
新
古
ノ
演
劇
ヲ
興
行
シ
且
興
行
ノ
為
メ
劇

場
ヲ
貸
与
シ
テ
利
益
ヲ
享
受
ス
ル
ヲ
以
テ
営
業
ノ
目

的
ト
ス

第
四
条 

当
会
社
ハ
営
業
ノ
本
店
ヲ
大
阪
市
南
区
西
櫓
町
十
二

番
地
ニ
設
置
ス

第
五
条 

当
会
社
ノ
資
本
金
総
額
ハ
金
五
拾
万
円
ト
ス

第
六
条 

当
会
社
ハ
有
限
責
任
ナ
ル
ヲ
以
テ
各
株
主
ノ
負
担
ス

ベ
キ
義
務
ハ
其
所
有
ノ
株
券
面
ノ
金
額
ニ
止
マ
ル

第
七
条 

当
会
社
ノ
存
立
時
期
ハ
無
期
限
ナ
リ
ト
ス

　
　

第
二
章　
　

株
式

第
八
条 

当
会
社
ノ
株
式
ハ
一
万
株
ニ
分
チ
一
株
ノ
金
額
ヲ
金

五
拾
円
ト
ス

第
九
条 

株
金
全
額
払
込
以
前
ニ
於
テ
ハ
仮
株
券
ヲ
交
付
シ
全

額
払
済
ノ
後
本
株
券
ト
引
換
フ
ベ
シ

第
十
条 

株
式
ヲ
売
買
譲
与
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
売譲
渡
人
買譲
受
人
双

方
株
券
裏
面
ニ
記
名
調
印
シ
会
社
規
定
ノ
書
式
ニ
依

リ
名
義
書
換
ヲ
請
求
ス
ベ
シ

第
十
一
条 

相
続
又
ハ
贈
遺
ニ
依
リ
株
式
ヲ
取
得
シ
タ
ル
者
ハ
株

券
裏
面
ニ
記
名
調
印
シ
親
族
二
名
以
上
ノ
証
明
ヲ
以

テ
名
義
書
換
ヲ
請
求
ス
ベ
シ

第
十
二
条 

会
社
又
ハ
市
町
村
等
ニ
テ
当
会
社
ノ
株
式
ヲ
所
有
セ

ル
モ
ノ
其
代
表
者
ノ
更
迭
ニ
依
リ
名
義
書
換
ヲ
要
ス

ル
場
合
ハ
其
事
実
ヲ
証
明
シ
株
券
裏
面
ニ
記
名
調
印

シ
テ
請
求
ス
ベ
シ

第
十
三
条 
法
律
命
令
ノ
結
果
ニ
依
リ
株
式
ヲ
取
得
シ
タ
ル
者
ハ
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」

一
四
九

其
事
実
ヲ
証
明
シ
株
券
裏
面
ニ
記
名
調
印
シ
テ
名
義

書
換
ヲ
請
求
ス
ベ
シ

第
十
四
条 
株
式
ノ
名
義
書
換
ハ
会
社
ニ
於
テ
株
主
名
簿
ニ
記
入

シ
社
長
又
ハ
取
締
役
該
株
券
裏
面
ニ
記
名
調
印
シ
テ

之
ヲ
証
ス

第
十
五
条 

当
会
社
ハ
毎
計
算
期
毎
ニ
通
常
総
会
翌
日
迄
三
十
日

以
内
ニ
公
告
ヲ
為
シ
テ
株
式
名
義
ノ
書
換
ヲ
停
止
ス

ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

第
十
六
条 

株
券
ヲ
毀
損
汚
穢
シ
タ
ル
者
ハ
其
株
券
ニ
請
求
書
ヲ

添
ヘ
新
株
券
ノ
交
換
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
但
毀
損

汚
穢
ノ
為
メ
鑑
識
シ
難
キ
モ
ノ
ハ
次
条
ノ
手
続
ニ
依

ル
ベ
シ

第
十
七
条 

株
券
ヲ
亡
失
シ
タ
ル
者
ハ
其
事
由
ヲ
詳
記
シ
タ
ル
請

求
書
ニ
確
実
ナ
ル
証
人
弐
名
以
上
ノ
保
証
書
ヲ
添
ヘ

新
株
券
ノ
交
付
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
此
場
合
ニ
於

テ
ハ
会
社
ハ
請
求
者
ノ
費
用
ヲ
以
テ
五
日
以
内
其
旨

ヲ
新
聞
紙
ニ
公
告
シ
爾
後
三
十
日
ヲ
経
過
シ
故
障
ノ

生
ゼ
ザ
ル
ト
キ
ハ
其
請
求
ニ
応
ズ
ベ
シ

第
十
八
条 

第
十
条
及
第
十
三
条
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
手
数
料
ト
シ

テ
株
券
壱
枚
ニ
付
金
五
銭
宛
第
拾
六
条
及
ビ
第
十
七

条
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
金
弐
拾
銭
宛
ヲ
其
請
求
者
ヨ
リ

徴
収
ス
ベ
シ

　
　

第
三
章　
　

株
金
払
込

第
十
九
条 

当
会
社
ノ
株
金
払
込
期
節
ハ
左
ノ
如
シ

　
　

第
一
回 

　

  

拾
弐
円
五
拾
銭　

設
立
免
許
ノ
日
ヨ
リ
三
十
日
以

内

　
　

第
二
回 

　

  

七
円
五
拾
銭　
　

設
立
免
許
ノ
日
ヨ
リ
九
十
日
以

内

　
　

  

残
額
ハ
後
日
劇
場
ヲ
改
築
シ
業
務
ヲ
拡
張
ス
ル
時
ヲ
待
テ
払
込

モ
ノ
ト
ス

第
二
十
条 

前
条
ノ
株
金
残
額
払
込
ヲ
要
ス
ル
場
合
ニ
ハ
総
会
ノ

決
議
ヲ
以
テ
之
ヲ
取
定
メ
少
ク
ト
モ
二
十
日
以
前
ニ

各
株
主
ニ
通
知
ス
ベ
シ

第
二
十
一
条 

株
主
ニ
於
テ
株
金
払
込
ノ
期
日
ヲ
怠
リ
タ
ル
ト
キ
ハ

其
払
込
ム
ベ
キ
金
額
ニ
対
シ
百
円
ニ
付
一
日
金
四
銭

ノ
遅
延
利
息
及
遅
延
ノ
為
メ
生
ジ
タ
ル
費
用
ヲ
支
払

フ
ベ
シ

　
　

第
四
章　
　

株
主

第
二
十
二
条 

株
主
ノ
議
決
権
ハ
其
所
有
株
式
壱
株
毎
ニ
壱
個
ト
ス

第
二
十
三
条 

株
主
自
カ
ラ
総
会
ニ
出
席
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
ト
キ
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第
七
十
一
輯

一
五
〇

ハ
委
任
状
ヲ
以
テ
当
会
社
ノ
役
員
ニ
ア
ラ
ザ
ル
他
ノ

株
主
ニ
代
理
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

第
二
十
四
条 
株
主
ハ
住
所
氏
名
及
印
鑑
ヲ
会
社
ニ
届
出
ヅ
ベ
シ
其

氏
名
住
所
印
章
ノ
変
更
モ
亦
仝
ジ

第
二
十
五
条 

株
主
ハ
当
会
社
ノ
興
行
毎
ニ
左
ノ
範
囲
内
ニ
於
テ
無

代
価
ニ
テ
観
劇
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

 

初
日
四
株
以
下　

二
日
目
九
株
以
下　

三
日
目
十
株

以
上

 

　

  

但
会
社
ノ
都
合
ニ
ヨ
リ
本
文
日
限
ヲ
変
更
ス
ル
コ

ト
ア
ル
ベ
シ

　
　

第
五
章　
　

株
主
総
会

第
二
十
六
条 

総
会
ハ
分
ツ
テ
通
常
総
会
臨
時
総
会
ノ
二
種
ト
ス

第
二
十
七
条 

通
常
総
会
ハ
毎
年
四
月
及
十
月
ニ
之
ヲ
招
集
ス

第
二
十
八
条 

臨
時
総
会
ハ
取
締
役
又
ハ
監
査
役
ニ
於
テ
必
要
ト
認

ム
ル
時
若
シ
ク
ハ
資
本
金
ノ
五
分
ノ
一
以
上
ニ
当
ル

株
主
ヨ
リ
其
目
的
及
理
由
ヲ
記
シ
タ
ル
書
面
ヲ
提
出

シ
テ
請
求
シ
タ
ル
ト
キ
之
レ
ヲ
招
集
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
二
十
九
条 

総
会
ヲ
招
集
ス
ル
ニ
ハ
会
議
ノ
目
的
事
項
及
日
時
場

所
ヲ
記
載
シ
会
日
ヨ
リ
十
四
日
以
前
ニ
各
株
主
ニ
通

知
ス
ベ
シ

第
三
十
条 

総
会
ニ
於
テ
ハ
株
主
総
数
ノ
五
分
ノ
一
以
上
ニ
シ
テ

総
株
金
ノ
四
分
ノ
一
以
上
ニ
当
ル
株
主
出
席
ス
ル
ニ

ア
ラ
ザ
レ
バ
決
議
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ

 

　

  

但
定
款
ノ
変
更
又
ハ
任
意
解
散
ニ
係
ル
総
会
ハ
総

株
主
ノ
半
数
ニ
シ
テ
総
株
金
ノ
半
数
以
上
ヲ
有
ス

ル
株
主
出
席
ス
ル
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
決
議
ヲ
為
ス
コ

ト
ヲ
得
ズ

第
三
十
一
条 

総
会
ニ
於
テ
定
数
ノ
株
主
出
席
セ
ザ
ル
ト
キ
ハ
仮
決

議
ヲ
為
シ
其
決
議
ヲ
総
株
主
ニ
通
知
シ
再
ビ
総
会
ヲ

召
集
ス
其
通
知
ニ
ハ
第
二
ノ
総
会
ニ
出
席
株
主
尚
ホ

定
数
ニ
満
タ
ザ
ル
モ
出
席
株
主
議
決
権
ノ
過
半
数
ヲ

以
テ
右
仮
決
議
ヲ
認
可
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
有
効
ト

ナ
ス
ベ
キ
旨
ヲ
明
記
ス
ベ
シ

第
三
十
二
条 

総
会
ノ
議
長
ハ
社
長
之
ニ
任
ズ
社
長
事
故
ア
レ
バ
取

締
役
ノ
内
ヨ
リ
之
ヲ
代
理
ス
若
シ
取
締
役
悉
ク
事
故

ア
ル
ト
キ
ハ
出
席
ノ
株
主
中
ヨ
リ
之
ヲ
選
任
ス
ベ
シ

第
三
十
三
条 

総
会
ノ
決
議
ハ
出
席
株
主
議
決
権
ノ
過
半
数
ニ
依
ル

若
シ
可
否
同
数
ナ
ル
ト
キ
ハ
議
長
ハ
自
己
ノ
議
決
権

ノ
外
ニ
決
票
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

 
　

  

但
定
款
改
正
任
意
解
散
ノ
議
事
ノ
場
合
ハ
議
長
此
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決
票
ヲ
為
ス
ヲ
得
ズ

第
三
十
四
条 

総
会
ノ
議
事
ハ
議
題
外
ノ
事
件
並
ニ
人
ノ
毀
誉
褒
貶

ニ
渉
ル
事
ヲ
得
ズ

第
三
十
五
条 
総
会
ニ
於
テ
決
議
シ
タ
ル
事
項
ハ
決
議
録
ニ
記
載
シ

議
長
書
記
及
監
査
役
署
名
捺
印
シ
テ
保
存
ス
ベ
シ

　
　

第
六
章　
　

取
締
役
及
監
査
役

第
三
十
六
条 

当
会
社
ハ
総
会
ニ
於
テ
五
拾
株
以
上
ノ
株
主
中
ヨ
リ

取
締
役
五
名
以
下
三
拾
株
以
上
ノ
株
主
中
ヨ
リ
監
査

役
三
名
以
下
ヲ
選
挙
ス

第
三
十
七
条 

取
締
役
ノ
任
期
ハ
二
ヶ
年
ト
シ
監
査
役
ノ
任
期
ハ

一
ヶ
年
ト
ス

 

　

但
任
期
満
了
ノ
後
再
選
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
ヲ
得

第
三
十
八
条 

取
締
役
ハ
就
任
ノ
日
ニ
於
テ
其
所
有
株
式
五
拾
株
ヲ

監
査
役
ニ
供
託
セ
シ
ム
本
人
若
シ
退
職
ス
ル
ト
雖
モ

其
年
度
ノ
報
告
ヲ
総
会
ニ
提
出
シ
其
承
認
ヲ
経
タ
ル

後
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
之
ヲ
引
出
ス
コ
ト
ヲ
得
ズ

第
三
十
九
条 

取
締
役
及
監
査
役
不
時
ニ
欠
員
ヲ
生
ジ
タ
ル
ト
キ
ハ

臨
時
総
会
ヲ
開
キ
補
欠
選
挙
ヲ
為
ス
ベ
シ
其
補
欠
員

ハ
前
任
者
ノ
残
期
ヲ
継
グ
モ
ノ
ト
ス
然
レ
ド
モ
決
定

ノ
人
員
ニ
欠
グ
ル
コ
ト
ナ
ク
且
業
務
ニ
差
支
ナ
キ
ト

キ
ハ
現
役
員
ノ
協
議
ニ
依
リ
次
ノ
改
選
期
マ
デ
猶
予

ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
四
十
条 

取
締
役
ハ
仝
役
中
ヨ
リ
社
長
一
名
ヲ
互
選
ス
尚
必
要

ア
ル
時
ハ
常
務
取
締
役
一
名
ヲ
互
選
ス
ル

ヲ
得

第
四
十
一
条 

社
長
ハ
法
令
定
款
並
ニ
総
会
ノ
決
議
ニ
依
リ
全
般
ノ

業
務
ヲ
統
理
施
行
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
若
シ
社
長
差
支
ア

ル
時
ハ
他
ノ
取
締
役
代
リ
テ
其
業
務
ヲ
行
フ

第
四
十
二
条 

取
締
役
ハ
会
社
ノ
業
務
ニ
必
要
ナ
ル
諸
規
則
ヲ
制
定

ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
四
十
三
条 

監
査
役
ハ
必
用
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
取
締
役
会
ニ
臨
席

シ
意
見
ヲ
陳
述
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

 

　

但
可
否
ノ
数
ニ
加
ハ
ル
ヲ
得
ズ

第
四
十
四
条 

取
締
役
及
ビ
監
査
役
ノ
給
料
ハ
左
ノ
如
シ

 

取
締
役　

月
俸
七
拾
円
以
下

 

監
査
役　

月
俸
弐
拾
円
以
下

　
　

第
七
章　
　

計
算

第
四
十
五
条 

当
会
社
ノ
計
算
ハ
四
月
一
日
ヨ
リ
九
月
三
十
日
迄
ヲ

上
半
期
ト
シ
十
月
一
日
ヨ
リ
三
月
三
十
一
日
迄
ヲ
下

半
期
ト
シ
毎
計
算
期
ノ
末
日
ニ
決
算
ヲ
為
ス
ベ
シ

第
四
十
六
条 

計
算
期
間
ニ
収
入
シ
タ
ル
総
益
金
ノ
内
ヨ
リ
一
切
ノ
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諸
経
費
及
ビ
損
失
ヲ
控
除
シ
タ
ル
残
額
ヲ
利
益
金
ト

ス
利
益
金
ハ
左
ノ
率
ニ
ヨ
リ
通
常
総
会
ノ
決
議
ヲ
経

テ
割
賦
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

 
　

一　

利
益
金
百
分
ノ
五
以
上
ヲ
積
立
金
ト
ス

 

　

二　
  

利
益
金
ノ
百
分
ノ
十
以
下
ヲ
役
員
賞
与
金
ト

ス

 

　

三　

  

以
上
控
除
シ
タ
ル
残
額
ヲ
配
当
金
ニ
充
ツ
但

其
内
幾
分
ヲ
次
回
ヘ
繰
込
ム
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

第
四
十
七
条 

株
主
配
当
金
ハ
其
計
算
期
最
終
現
在
ノ
株
主
ニ
配
当

ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　

第
八
章　
　

雑
則

第
四
十
八
条 

当
会
社
ハ
事
務
ノ
都
合
ニ
ヨ
リ
顧
問
役
若
ク
ハ
相
談

役
ヲ
聘
ス
ル

ア
ル
ベ
シ

第
四
十
九
条 

当
会
社
ノ
広
告
ハ
本
店
所
轄
登
記
所
ノ
公
示
ス
ル
新

聞
紙
ニ
登
載
ス

第
五
十
条 

官
庁
ニ
宛
ツ
ル
文
書
又
ハ
報
告
及
手
形
並
ニ
当
会
社

ガ
権
利
ヲ
得
義
務
ヲ
負
フ
ベ
キ
重
要
ノ
書
類
ニ
ハ
当

会
社
ノ
社
名
社
印
ヲ
用
ヒ
社
長
又
ハ
常
務
取
締
役
若

シ
ク
ハ
取
締
役
之
ニ
署
名
捺
印
ス
ベ
シ

第
五
十
一
条 

当
会
社
ノ
印
章
ハ
左
ノ
如
シ

 

第
五
十
二
条 

総
会
ノ
決
議
ヲ
以
テ
任
意
解
散
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
此
場

合
ニ
於
テ
ハ
弐
名
以
上
ノ
清
算
人
ヲ
選
定
シ
一
切
ノ

事
務
ヲ
処
弁
セ
シ
ム
ベ
シ

第
五
十
三
条 

此
定
款
ハ
総
会
ノ
決
議
ヲ
以
テ
変
更
ス
ル

ヲ
得

　
　

以
上

（表紙）
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